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 食への取り組みは、昭和63年岡山県玉野市で「アサノバイオ研究所」として始まりま
した。お客様に「健康・高品質・安全」を実感頂けるキノコ作りを基本理念とし、研究開
発しています。 
 キノコは一般に「健康に良い」と言われており、現在はライフサイエンス研究部門が核
となり、その成分や役割を明らかにし、機能性食品等について開発を行っています。また、
生産の効率化や品質管理も担っており、食品事業部と一体となって活動しています。 
 食品事業部では、キノコを工場（ファクトリー）で栽培していますので、高品質で安全
なものを毎日に収穫しています。栽培方法は木質チップをブロック状に成型し、キノコ菌
を成長させる「菌床栽培」というものです。製造した菌床は環境が厳重に管理された部
屋で２－３ヶ月間熟成させます。その後、菌床を専用の施設に移すことで、たくさんのキ
ノコをじっくりと育て、ひとつひとつ人の手によって収穫し、毎日市場へ出荷しております。 



開発事業及び研究活動の成果 

未利用木質バイオマス（針葉樹の木屑等）を活用する
キノコ栽培技術開発 

取材 
風景 

 本研究成果の一部は、ＮＨＫ岡山放送局「岡山ニュース もぎたて！」
（平成25年8月29日放送） の特集「木質バイオマスと呼ばれる素材を使っ
た商品開発 http://www.nhk.or.jp/okayama-mogitate-
blog/100/165943.html」の番組の中で紹介されました。 

 岡山県は自然に恵まれており、豊かな森林資源があります。針葉樹につい
ては、建築木材や製紙用チップなどの製品に使用された後、その残りの木屑
（未利用木質バイオマス）は排出量は多いのですが、利用用途が限られてお
り、その有効活用が期待されています。 
 当研究所では、岡山県産の未利用木質バイオマス（主に針葉樹の木屑）に
熱や加水処理をし、シイタケ栽培菌床の新しい素材を開発することに成功し
ました。この技術開発は、自然や森林保護に貢献するという意味でCSRに繋
がり、また菌床栽培用の木屑は全て岡山県産を使用しての、シイタケの地産
地消ができると考えています。 
 本研究開発は、岡山県の「おかやまグリーンバイオ・プロジェクト」、岡
山バイオマスイノベーション創出補助金 を受けて進めています。 

研究背景と成果概要 

実験群 
（針葉樹木屑入り培地で育てたシイタケ） 

対照群 
（針葉樹を含まない通常培地で育てたシイタケ） 
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平成24年11月15日 山陽新聞掲載 
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平成25年3月11日発行号 Vision岡山掲載 
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